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◎新たに、中学校教員向けの選択研修を実施

移行措置・先行実施期間

新学習指導要領

周知徹底期間

小学校全面実施

英語教育強化拠点校での実践研究（H29～R1）
○新学習指導要領を先取りした授業づくりの実践・研究

金沢大学との連携による英語指導力の向上に向けた新たな取組（R1）（別紙参照）

◎新学習指導要領による英語教育ｽﾀｰﾄ

・R2～ 小学校 ・R3～ 中学校

中学校全面実施

拠点校における実践研究

（H27～H29）

・４技能統合型の英語指導を

拠点校（6校）を中心に試行

・H29は、県内の全ての高校へ

普及

◎「話すこと」を中心とした指導力の向上（H30～R2）

○「話すこと」の指導法及び評価法についての実践研究（金沢大学教授等による巡回指導）

○「話す力」を高める指導力向上セミナー（大学入試対応）

新たな英語教育の導入について（新学習指導要領）

英語教育充実に向けた国の動きと本県の取組

英語教育の充実に向けて（スケジュール）

周知・準備期間

移行措置・先行実施期間小

中

高

【小学校】英語教育推進リーダー育成研修（H29～R1）※各校１名（５日間）

→外国人講師による講義・演習

【中学校】英語力・指導力向上研修（H28～H30）※全ての英語教員（悉皆）

→授業は外国語で行うことを基本とすることに対応

【高校】技能統合型指導力向上研修（H28～H30）※全ての英語教員（悉皆）

→４技能を高める授業構成法の獲得

新学習指導要領ｽﾀｰﾄ

※高１より学年進行

技能統合型指導力向上研修の修了者から、「話すこと」に係る指導力向上セミナーを受講

○小学校（R2～）

【現 状】 ５・６年「外国語活動」 活動型 年間３５単位時間

→ 「聞くこと」「話すこと」を中心

【改訂後】 ３・４年「外国語活動」 活動型 年間３５単位時間

→ 「聞くこと」「話すこと（やり取り・発表）」を中心

５・６年「外国語」 教科型 年間７０単位時間

→段階的に「読むこと」「書くこと」を加える

○中学校（R3～）

【改訂後】 対話的な言語活動の重視

学習した語彙や表現等を実際に活用する活動の充実

○高等学校（R4～）

【改訂後】 対話的な言語活動の重視

言語活動の高度化を図り、発信力を強化

★全国学力・学習状況調査において、新たに『英語（「聞く、

読む、書く、話す」の４技能）』調査が導入（R1～）

対象者：中学校３年生全員 次回：３年後のＲ４年度

高校学年進行

指導方法を確立し、県内全域に普及

⇒ 新たな体制へスムーズに移行

大学入学共通テスト（R2～）
※R6より４技能を評価する外部検定試験を活用（予定）

指導方法を確立し、

生徒の英語技能を向上させ、

新学習指導要領及び

新たな大学入試制度へ万全を期す

指導要領改訂

資料２

全国学力・学習

状況調査

(英語調査実施)


